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芦屋市の蝶
西、 隆広

民83570人（1982年10月1日現在）の大部分は南部市
街地に居住している。北部は六甲山地の一部をなして
おり市境界は六甲山頂付近に達し、草原や湿地を点在
させた山林が主体となっているが、開発の圧力はこの

地域にまで及び、すでに奥池付近の丘陵地帯は宅地化
され、また東お多福山山麓地域でも現在開発が進んで

いる。

私は芦屋市に住んで30有余年、その間10年程の中断
があったが昆虫、特に蝶の採集を趣味としてきた。そ

してここ3～4年、芦屋市の蝶についてまとめてみよ

うと思い立ち、市内を重点とした採集、観察を行って

きた。芦屋市は狭く、蝶の採集地として知られる六甲
山地の大部分は西宮市および神戸市に含まれ、従来本

市の蝶の記録は2市に比較してごく少ない。現実を熟
視すれば特異な生息環境があるわけでなく、また面積
もごく狭い本市の記録はこれまでに周知の六甲山地の

記録を超えるものでなく、本報告の意義に多少の疑念を
禁じ得ないが、本市に住むものとして、六甲山地のあ
る狭間の地の記録を発表することにした。

図1に芦屋市の概要及び本報告に例示した採集地、観

察地の位置を示し､また表1には採集地・観察地の地名
等を示した。

I｡はじめに

芦屋市は大阪湾に面し、幅2～2.5km、奥行8km程

の都市で､面積17.25Mは兵庫県下各市の中で最も狭く、
隣接する西宮市の1／5.7、神戸市の1／31.4に過ぎな

い。本市は阪神間における住宅都市として知られ、市

図1芦屋市概念図（市境界は芦屋市資料による）
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向って高温乾燥から低温湿潤へと遷移し、その幅はか

なり大きく､気候環境は変化に富み多様な植生を可能と

しているはずであるが、今日原植生を祐佛させるもの

は市内にはない。後述するようにこの気象環境の幅は

土壌制約によって現在の植生Iごかならずしも有意には

作用していないようである。

次に本市を南部市街地と北部山地に分けて生息環境

を説明する。

表1採集地、観察地名一覧表
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図3平野部及び山地の気候

Ⅱ、生息環境

西宮市西部から神戸市中央部に至る大阪湾岸地域は

仮神地方の一部として市街地力澗密に拡がっているが

六甲山地が海岸線に接近していることから平野部は少

なく、市街地の上限は山麓に深く入り込んでいる。そ

刀間にある芦屋市もその例にもれず図2に示す断面で

}ま市街地は南端の海岸線（現在の海岸線は埋立地前面

である）より連続して北へ約3.7km、標高約150m付

近に及んでいる。それより北方はおおむね山地である

%●､一部標高500m前後の地域にまとまった住宅地が
ある。市内の最高標高は後鉢巻山の888.2m，山地の

地形は一般に急峻で平担な高原状は少ない。

芦屋市の気候は冬季の少雨乾燥と夏期の多雨湿潤が

基本であるが、 8月は高温かつ少雨季で市街地、山地

ともに乾燥し、蝶の姿は極端に減少する。図3は市内

平野部と六甲山地の気象をクライモグラフで示したも

のである （六甲山地では本市内の気象データが得られ

なかったので神戸市灘区の六甲山高山植物園でのデー

タにもとずいて作成した。同地点は後鉢巻山の南西約

3kmにあり標高865mは本市の最高標高に近く、同地

気のデータは本市標高の上限地域の気象を代表し得る

ものとして使用した。なお平野部とは統計年数が異な

っている)｡年平均気温および年降水量は表2に示すと

吟りで平均気温は平野部が5.5℃高く､降水量は山地が

052mm多くほぼ2倍になっており、平野部から山地に

ー
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降水量(■国）

表2気候諸元

六甲山高山植物園

10．8℃

2116m

神戸市灘区六甲山町

865m

1978年以前で21年以上

参考文献23.

年平均気温

年降水量

所在地

標 高

統計年

出 典

(1)市街地

市街地は一般に高度に利用され、一見緑深き庭園等

もあるが人工的で、自然度はごく低い。この環境で生

息できる蝶はごく限られる。山麓に近い市街地北部を
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局地的に良好な生息環境がある。この地域内の城山（
271.8m鷹尾山の通称）山頂付近は本市アゲハ類の種

および個体数の格好の観察地となっており、 また稀な

がらオオミドリシジミやアオバセセリを産する。芦屋

川左岸地域は一般に裸岩の多い乾燥したアカマツ林で

あまり良好な生息環境は見られないｶﾐ未踏査地の多い

ところである。 （地点番号⑤、⑥、⑦が本地域に含ま

れる。以下同じ）

中南部地域は荒地山(548.5m)からごろごろ岳(56

5．6m)に至る地帯で芦屋川流域内である。地形は急

峻で乾燥しており裸岩が多く、貧弱なアカマツ林が目立

つ。殆ど未踏査地域である。 （一）

中北部地域は東お多福山(695.8m)から奥池（水
面標高約500m)へ至る地帯で芦屋川流域内である。

大阪層群（洪積層）の存在が知られる丘陵状の地域で

草原や湿地が一部見られ、かっては裸地を交えたアカ

マッ、コナラの疎林で構成されていたが、現在はゴル

フ場や住宅地が拡がり良好な環境は局限されている。

本市の蝶の中には本地域のみに見られ、あるいは多く
見られるものが数種あり、本市蝶相上の重要な地域で

ある。 （③、⑨､⑩､⑪）

北部地域は六甲山地の脊梁の一部をなす後鉢巻山（

888.2m)、 蛇谷北山(839.7m) を中心とした山岳

地帯で大半は芦屋川流域であるｶﾐｰ部住吉川および武

庫川流域に属している。アカマツ林を主体としており、
800m以上ではブナ、 イヌブナの自生地がわずかにあ

る。局地的にヒメキマダラセセリを多産する他には蝶

相は特徴に乏しい。 （⑫）

ところで山地は原植生は失われたとはいえ二次林は

鶏翫彗鯨蝋皇篭難駕覇
部の市街化に見る程の環境の激変はなかったと考えら

れる。それでもかなりの種の蝶が本市内においては谷

筋を中心とした植生のより豊かな地域に偏在する傾向

を見せ、個体数も全般に少ないことから、種の絶滅ま

でには至らぬものの原植生の喪失は、本市はじめ六年

山域の蝶相に多大の影響を与えたことは想像に難くな

い。現在天甲山地に広く見られるマサは原植生の喪失

による原植生の表土の流亡によるところが大と考えら

れるが、マサはきわめて保水性に乏しく、かつ不安定

で崩壊しやすくこのため表2の気象条件の幅にかかわ

らず土壌的制約によって植生の幅は狭く、生息環境は

貧弱となっている。

二次林成立後の蝶相には大きな変動はないと考える

が､ここ20年程の間に個体数が激減している種があり、

今後の推移が注目される。

除く地域で見かける蝶といえば庭園を構成する植物を

食餌とするアケハ類を始め家庭菜園的耕地に見られる

モンシロチョウ、ヤマトシジミそれにキチョウ、ホシ

ミスジ、ルリタテハ等で、その他秋に見られるウラナ

ミシジミやイチモンジセセリを加えても種数は限られ

ており、個体数も一般に少ない。市街地西部には芦屋

川が流下しているが阪急電鉄軌道より南部の河川敷の

自然度はごく低い。北部はやや高く､見かける蝶も種数

を増す。市街地も山麓付近まで達すると自然度は高く

なり、山地からの飛来もあるためか種数はにわかに増

す。また本市の南端は近年完成した埋立地があり、主

として住宅地として利用されているが、一部まだ建設

されておらず空地のままの地域が雑草原となって、そ

こに市街地では殆ど見かけないモンキチョウやツバメ

シジミ等が多数生息する。

ところで平野部における市街地の発達は本市の蝶相

にどのような影響を与えたであろうか。原植生から耕

地への変遷による影響は知るよしもないが、ここ数十

年田園から都市への過程で多くの蝶が駆逐されたこと

は間違いない。現在山麓部を除く市街地ではジャノメ

チョウ科は全くと言っていい程見かけないが、かって

は広く生息していたはずである。また図3，表2に示

すように本市南部はかなり温暖で、気温条件からいえ

ばツマグロヒョウモンの生息は可能であるはずだが、

本市を含む当地方には稀である。これは高度な市街化

によって平野部に食草等に関する越冬環境が殆どない

ことが一因として考えられる。一方近年定着したナガ

サキアゲハは主たる食草をCiturs属としているが、

本種は当地方の原植生では稀であるはずのCiturs属

が市街化等によって人為的に移植され定着し生息が可

能となった種の代表である。

(2) 山地

本市山地を含む表六甲（六甲山南面）は“乾いた”

という印象を受ける地域で、山地内を歩いてみても一

般に湿気に乏しい。これは当地方を含む瀬戸内海気候

地域の特徴である少降水量の他､地形が急峻な上に風化

花崗岩からなる保水性の乏しいマサ（真砂）が表層に

広く分布しているためで、植生は貧弱で市街地から眺

めると本市の山地は発育の悪いアカマツばかりが目に

つく地域である。

本市山地は生息環境の観点に立つと南部、中南部、

中北部、北部の4地域に分けることができる。

南部地域は山麓から山地へ移行する地帯で芦屋川右

岸域は芦屋川流域、左岸域は概ね宮川等市内小河川の

流域である。芦屋川右岸域には山麓から中腹にかけて

－30－
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Ⅲ、芦屋市で記録した蝶 るが､､他のアゲハ数より個体数は少ない。目撃し

た最高標高は東お多福山⑩である。

採集記録は5月、 8月、 9月である。

○採集例10-V-1981 1cn 城山⑥

芦屋市内で私が記録した蝶は現在まで8科74種であ

る。この中には記憶にもとずき現在標本も正確なデー

タもない2種を含んでいる。この2種を除く72種につ

いてはすべて採集例を示しているが、その位置等につ

いては図1，表1に示しているので参照されたい。採

集例は採集を再開した1976年以後のもので、例示した

個体は現在まですべて私が保管している。採集者名は

すべて私であるため記載していない。なお以下で本年

と記述しているのは1983年を示す。

(6)クロアゲハPapilioprotenorCRAMER

市街地から山地に分布する。雄は山頂で多くみ

かけ、夏期はクサギの花をよく訪れる。

採集記録は5月、 6月、 8月、 9月である。

○採集例9－V-1982 13 城山⑥

(7)オナガアゲハPapiliomacilentusJANSON

山麓から山地でみられる。雄が山頂まで飛来す

ることは稀で､多くは谷筋を飛ぶ。蛇谷⑪では春季、

本種とジャコウアケハ雄が混飛するのが見られた。

幼虫はサンショウ （栽培）で見かけた例があるだ

けである。

採集記録は5月、 8月、 9月である。

○授集例 5－V-1983 1c初 芦屋川②

1 ．アゲハチョウ科PAPILIONIDAE

(1)ジャコウアケハAtrophaneura, alcinousKLUG

芦屋川上流⑧から蛇谷⑪にかけて分布する。ま

た住吉川流域にも分布する。夏型の姿は少ない。

採集記録は5月、 6月である。

○採集例16-V-1982 232早蛇谷⑪

(2)アオスジアケハGraphiumsarpedonLINNAEUS

市街地から山地にかけて広く見られる。かって

自宅（川西町①）の庭にあったクスノキでよく発

生した。ヤブガラシに訪花する姿をよく見かける。

採集記録は5月のみであるが9月頃まで見るこ

とができる。

○採集例10-V-1981 1cフ 城山⑥

(8)ナガサキアゲハPapiliomemnonLINNAEUS

市街地から山麓に分布する。私が市内で本種を

最初に目撃したのは1979年9月22日で芦屋川②に

沿って飛翔する雄であった。以後毎年見るが、雌

は稀である。雄は山麓では谷筋を飛び、山頂域で

の目撃はない。訪花はクサギで観察した。また雌

が止っている乗用車のテールライト （赤）に対し

訪花様の挙動を示したのを観察した。幼虫は各種

ミカンで見かける。

採集記録は5月、 8月である。 9月にもみられ

る。

○採集例8-V-1983 13 三条山域⑤

(3)キアゲハPapiomachaonLINNAEUS

主として山地に分布し雄は各山頂でよく見かけ

！ る。市街地では少ないが国鉄東海道線沿いの菜園

・ で幼虫を見かけたことがある。
採集記録は4月、 6月、 8月、 9月である。

○採集例9－Ⅸ－1979 13 城山⑥ (9)カラスアケハPapiliobianorCRAMER

山麓から山地に分布する。訪花はクサギで観察

した。 850m以上の地域でも見かける。

採集記録は5月、 8月、 9月である。

○採集例2－V-19831gl 城山⑥

(4)アケハPapilioxuthusLINNAEUS

市街地から山地まで広く分布し、雄は各山頂で

よく見かける。幼虫は山地でイヌザンショウ、市

街地では各種ミカン、サンショウで見られる。産

卵は樹高にこだわることなく行われている。

採集記録は5月、 8月であるが、 4月から10月

までみられる。

○採集例16-V-1982 1早 奥池付近⑨

一 一 一

(10ミヤマカラスアゲハPapiliomaackiiMENETRIES

成虫の記録は城山山頂だけで過去春型雄を2頭

採集した。他に同地点で目撃しているが数はかな

り少ない。芦屋川上流⑧のカラスザンショウから

幼虫を一頭得た（1982年6月)。

採集記録は5月のみである。

○採集例2－V-1983 1J 城山⑥

(5)モンキアゲハ PapiliohelenusLINNAEUS

山麓から山地に分布する。雄は各山頂で見かけ

－31－
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(7)ツマキチョウAnthoCha,､isscol>,musBUTLER

山麓から山地にかけて分布するが、市街地で目

撃したこともある。

弓鵜逆齢_鴎て霊･ ”山画

2． シロチョウ科PIERIDAE

(1)モンキチョウColiaserateESPER

市街地から山地に分布するが市街地では南部埋

立地を除いて稀である。

採集記録は9月、 10月であるが4月頃から見力

ける。

○採集例 17 m-1978 13 奥池付近⑨

3． シジミチョウ科LYCAENIDAE

(1)ムラサキシジミ Narathura jaPoniCaMURRAY

主に山蔽からl 1｣地にかけて分布するが、 「|丁街地

でも見られる。

採集記録は6月、 8卜1 ， 9月である。

○採集例 19 W－1983 1旱 三条山城⑤

(2)ウラキンシシ､ ミ Ussurianast)'gianaBUTLER

／本極を｢,i内で皷初に記録したのは城山山頂付近
⑥であるが、以後見られない。三条町の山城には

現在も生息しており、少数ながら毎年見られる。

採集記録は6月である。

○採集例 6 Ⅵ－1982 13 三条山城⑤

(2)シ'マグロキチョウ Eurema laetaBOISDUVAL

本年採集するまでは1978年9月、 10月の記録だ

けであった。本年は秋型がかなり多く発生したよ

うで市街地から山地で見られた。夏型の記録はな

い。本種が市内に確実に産しているか否かは不明

｝である。

採集記録は9月、 10月である。

○採集例 l X-1983 332旱芦屋川|流⑧

(3)キチョウ EuremahecabeLINNAEUS

「|i街地から山地にかけて広く分布し、 850m以

上の地域にも見られる。,平地では10月にも新鮮な

夏型が見られる。

採集記録は6月、 7H、 9月、 10月で､ある。

○採集例 19-11-1983 13 三条山域⑤

卿ｱ鹸歪山鯏瀧:劇蝋標而“
800mである。

採集記録は5 1 1 ， 6Hである。

○採集例 6－Ⅵ－1982 13 二条山城⑤

’嵐腱黍臘::"i:掲卿［
著しく少ない。例外的に市街地でみられることが

あり、本年6月22日、 自宅付近の津知町①で小学

1年生の次ﾘ)が手づかみで採集した。自宅①でも

目撃したことがある。前種も本市に接する神戸市』

東灘区の市街地で目撃したことがある。夕刻の活

動時に低山城の発生地より飛来す-るのかもしれぬ。

採集記録は6月である。

○採集例 18 11-1983 1旱 三条山城⑤

(4)エゾスシ．グロシロチヨウ Pie,･isnal)iLINNAEIJS

本種が｢|f内に産するかは課題の一つで､あったか

本年F記の記録を得た。個体はかなり飛び古して

いた。

○採集例18－Ⅵ 1983 1砂 三条11 1域⑤

(5)スシ‘グロシロチョウ Piel､iSmeletellENETRIES

主に山麓から山地にかけて分布し、 850m以上

の地域にもみられる。秋季には市街地南部でも兄

られることがある。

採集記録は411、 611 ， 7月、 81 j 、 9月であ

る。

○採集例26-11-1983 13 石宝殿1､l近⑫

今ラミスジシジミ WagimosignataBUTLER

採集地点は三条山城で、発生数はごく少ない。

採集記録は6月である。

O採集例 12 1V-1983 13 三条山城⑤(6)モンシロチョウ Pieris l､apaeLINNAEUS

ili街地から山地にかけて分布するが、山地では

前極に比較して少ない。 850m以|倉の地域でも兄

られる。

採集記録は4H、 9月であるが、 3月ド旬から

llll上貞まで兄られる･

○採集例 10－Ⅸ 1983 13 奥池付近⑨

ミス'イロオナガシシ' ミ AntigiuSatti liaBREMER

山施からl l l地に分布する。 l i撃した最高標高は

650m，本市ではアカシジミとともにゼフイルス

の中では最も個体数が多く、 また広く分ｲ|jする。

採集記録は6月、 7Hである。

－qワじど
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○採集例26－Ⅵ－1983 1早 蛇谷⑪ ○採集例19－Ⅷ－1979 13 芦屋川②

〃献総る辮辮職洲獺々
数多く見られたが、近年は少なくなった。採集し

た最高標高は850m、雄・雌ともに見られた。

採集記録は6月、 7月である。

○採集例10－Ⅶ－1983 231早石宝殿付近⑫

(14ルリシジミ CelastrinaargiolusLINNAEUS

山麓から山地にかけて広く分布する。市街部で

も稀に見る。

採集記録は4月、 6月であるが、 4．月から10月

まで連続的にみられる。

○採集例12－Ⅵ－1983 13 三条山城⑤

(8)トラフシジミ RapalaarataBREMER

山麓から山地の谷筋に分布する他、東お多福山

⑩の草原でも見られる。

採集記録は4月、 5月、 7月である。

○採集例4－Ⅶ－1982 13 柿谷⑦

(13ツバメシジミ EveresargiadesPALLAS

山麓から山地にかけて分布する他、南部埋立地

にも分布する。

採集記録は7月を除く4月から10月である。

○採集例10-V-1981 13 城山⑥

(9)コツバメ CallophrysferreaBUTLER

山麓から山地に分布し、発生期には個体数は多

(10ウラギンシジミ CuretisacutaMOORE

山麓から山地に分布する。秋には多くなり市街

地でもよく見かける。

採集記録は6月、 8月、 9月、 10月である。

○採集例5－Ⅵ－1983 1忽 三条山域⑤

？
いo

採集記録は

審○採集例24

巳

983 1￥

I10ベニシジミ LycaenaphlaeasLINNAEUS

市街地から山地に見られ、 850m以上の地域に

も見られるが市街地では少ない。

採集記録は4月、 9月であるが、 4月から10月

まで連続的に見られる。

○採集例26－Ⅵ－1981 13 奥池付近⑨

4．テングチヨウ科LIBYTHEIDAE

(1)テングチョウ LibytheaceltisFUESSLY

山麓から山地に分布する。また市街地で見かけ

ることもある。

採集記録は5月、 6月である。

○採集例16-V-1982 1旱 蛇谷⑪

(11)クロシジミ NiphandafuscaBREMER

採集地点は奥池付近⑨および芦屋川上流で奥池

付近では毎年少数が発生している。

採集記録は7月、 8月である。

○採集例2－Ⅷ－1981 1早 芦屋川上流⑧

5．マダラチョウ科DANAIDAE

リ (1)アサギマダラ ParanticasitaKOLLAR

山麓から山地で見られるが少ない。市街地でも

目撃した。 （10月、川西町①）

採集記録は5月、 6月である。

○採集例3－V-1983 1旱 城山⑥

(12)ウラナミシジミ LampidesboeticusLINNAEUS

市街地から山地で見られる。 8月頃から目につ

き始め秋に向って個体数を増す。

採集記録は8月、 9月、 10月、 11月である。

○採集例27－Ⅷ－1978 1c詞 東お多福山⑩

6．タテハチヨウ科NYMPHALIDAE

(1)ウラギンスジヒョウモンArgyronomelaodicePALLAS

山地のおよそ500m以上の地域に分布し、 7月

頃東お多福山に多い。訪花はオカトラノオ、アザ

ミ類、 ヒヨドリバナで観察した。

採集記録は7月、 9月であるが8月にも見られ

る。

○採集例9－Ⅶ－1983 1旱 東お多福山⑩

(13)ヤマトシジミ PseudozizeeriamahaKOLLAR

市街地が中心であるが山地にも広く分布し､850

m付近でも見られる。市街地では最も普通な種で

ある。

採集記録は8月、 9月、 10月、 11月であるが、

4月頃から11月頃まで連続的に見られる。

－33－
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○採集例5－Ⅵ－1982 1硯． 蛇谷⑪(2)オオウラギンスジヒョウモン

ArgyronomeruslanaMOTSCHULSKY

発生期には東お多福山のみで見られるが、秋に

は標高500m付近でも記録した。訪花はオカトラ

ノオで観察した。

採集記録は7月、 10月である｡

○採集例 9－Ⅶ－1983 1忽 東お多福山⑩

(9)コミスジNeptissapphoPALLAS

山麓から山地にかけて分布する｡個体数は多い。

採集記録は6月、 8月であるが、 5月頃より発

生し10月頃まで見られる。

○採集例30－Ⅷ－1978 13 芦屋川②

(10ホシミスジNeptispryeriBUTLER

主に山麓付近に分布しており、個体数は多い。

市街地でも時折見かける。自宅①のユキヤナギで

踊のからを見出したことがある。山地では奥池付

近の住宅地でもみられる。

採集記録は6月、 8月、 9月である。

○採集例23－Ⅸ－1981 1旱 六麓荘④

(3)メスグロヒョウモン DamorasaganaDOUBLEDAY

山地の500m以上の地域で目撃記録が2例（い

ずれも7月）ある他、下記の採集例がある。訪花

はオカトラノオで観察した。

○採集例15－Ⅸ－1983 1早 奥池付近⑨

(4)ミドリヒョウモン ArgynnispaphiaLINNAEUS

ヒョウモン類では分布域は最も広く、山麓から

山地にかけて見られる。秋には市街地でも見かけ

る。市内で得た雌は暗色化の進んだもので明色の

個体は得ていない。訪花はオカトラノオ、ヒメジ

ョオン、アザミ類、マリーゴールドで観察した。

採集記録は6月、 7月、 9月である。

○採集例12－Ⅵ－1983 13 三条山城⑤

(11)サカハチチョウAraschniaburejanaBREMER

本種が本市に生息するか否かは不明である。表

六甲では見ることのない種である。採集例は下記

の1例だけで個体は古びたものである。

○採集例22－Ⅸ－1979 1芋 芦屋川②

(12)キタテハPolygoniac-aureumLINNAEUS

主に山麓から山地に分布する。秋には市街地で

も見ることがある。訪花はネズミモチ、マリーゴ

ールドで観察した。

採集記録は5月、 9月、 10月である。

○採集例28-V-1983 1旱 三条山域⑤

(5)ウラギンヒヨウモン FabricianaadippeLINNAEUS

山地のおよそ600m以上の地域に分布するo850

m付近では他のヒョウモンに比較して多い。訪花

はオカトラノオ、ウツギで観察した。

採集記録は6月、 7月である。

○採集例10－Ⅶ－1983 1早 石宝殿付近⑫ (13)ヒオドシチョウNymphalisxanthomelas

DENIS&SCHIFFERMULLER

主に山麓から山地に分布する。かって自宅付近く
①のエノキに大発生したことがあるが近年は見ら

れない。

採集記録は6月、同月中に殆ど姿を見せなくな

る。目撃記録は7月3日が本市で最も遅い。

○採集例 5－Ⅵ－1983 1早 城山⑥

(6)ツマグロヒヨウモン ArgyreUshyperbiusLINNAEUS

山頂部を雄が占有しているのを見かけるが少な

い。雌の採集例は下記のみである。訪花はヒヨド

リバナ、サワヒヨドリで観察した。

採集記録は6月、 7月、 9月である。

○採集例10－Ⅶ－1983 131早東お多福山⑩
一

(14ルリタテハKaniskacanaceLINNAEUS

主に山麓から山地に分布するが市街地でも見ら

れる。秋には自宅①のホトトギスで発生したこと

がある。 （本年も発生した）

採集記録は6月である。

○採集例 5－Ⅵ－19831旱 城山⑥

|7)アサマイチモンジLimenitisglorificaFRUHSTORFER.

記録は下記の1例であるが、山地で時折見かけ

る。次種より少ない。

○採集例17－Ⅷ－1980 1旱 芦屋川②

(8)イチモンジチョウ LimenitiscamillaLINNAEUS

山麓から山地に分布する｡市街地でも目撃した。

採集記録は6月、 8月である。 (13ヒメアカタテハCynthiacarduiLINNAEUS
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1962年7月29日付の日記に奥池付近で本種を採集

したとの記述がある。

主に山麓から山地にかけて見られる力湫には市

街地でも見る。

採集記録は9月、 10月であるが7月頃から見ら

れる。秋には明かに個体数は増す。 6月以前の確

実な記録は得ていない。訪花はヒメジョオン、 ヒ

ヨドリバナ、マリーゴールドで観察した。

○採集例15－Ⅸ－1983 1旱 蛇谷⑪

(3)ジヤノメチョウMinoisdryasSCOPOLI

山麓から山地にかけて局地的に分布する。一般

に草原様環境で見られるが、城山山頂付近⑥の樹

林の中でも目撃したことがある。 850mを超える

地域でも見られる。

採集記録は7月、 8月である。

○採集例5－Ⅷ－｣983 13 石宝殿付通⑫

(10アカタテハVanessa indicaHERBST

主に山麓から山地Iと分布するが､越冬個体は市

街部でよく見る。

採集記録は5月､、 9月である。

○採集例28-V-1983 1卸 三条山域⑤

(4)クロヒカゲLethedianaBUTLER

山麓から山地にかけて分布している。 850mを

超える地域でも見られる。訪花は次の1例を観察

した。すなわち本年9月3日、芦屋川上流⑧のヒ

ヨドリバナに本種雌が飛来、約7分間とどまり、

その間吸蜜を繰りかえした。花上の動作は訪花性

の蝶より不器用であった。

採集記録は5月、 6月、 9月である。山地では

9月頃次種より多くみられる。

○採集例26－Ⅵ－1983 13 石宝殿付近⑫

(13スミナガシ DichorragianesimachusBOISDUVAL

1960年代に朝日ヶ丘③で1頭採集した例がある

がその後記録できず。当該個体はその後破棄し、

データも失った。なお採集地点付近はその後の宅

地開発でまったく形を変え、生息環境は破壊され

た。

(13コムラサキApaturametisFREYER

山麓に分布する。芦屋川畔のヤナギ類から発生

している模様である。

採集記録は8月、 9月である。

○採集例8－Ⅷ－1980 1早 芦屋川②

(5)ヒカゲチョウLethesicelisHEWITSON

山麓から山地に分布する。個体数は多い。

採集記録は5月、 6月、 8月である。

○採集例4－Ⅵ－1983 2忽 三条山城⑤

(6)サトキマダラヒカゲ

NeopegoschkevitschiiMtNEIRIES
山麓から山地に分布する。個体数は多い。

採集記録は5月、 6月、 8月である。

○採集例22-V-1983 1c初 東お多福山⑩

(19ゴマダラチョウHestinajaponicaC.&R・FELDER

山麓から低山地に分布する。採集記録は6月で

あるが8月I卜も見られる｡かって朝日ヶ丘③のク
ヌギ林ではカブトムシやクワガタ類とともに本種
や前種が樹液に集っているのがよく見られた。

○採集例24－Ⅵ－1979 13 三条山域⑤

）

(7)ヒメジヤノメ MycalesisgotamaMOORE

普通種のはずであるが、本市の蝶の記録を本年

始めまとめてみると、本種が未記録になっており、

シーズン中探していたがなかなかみられず、結局

下記の記録他1例にとどまった。次種は多く見ら

れるが、本種がどの程度産するかは現在不明であ

る。

○採集例19－Ⅸ－1983 13 芦屋川上流⑧

7．ジヤノメチョウ科SATYRIDAE

(1)ヒメウラナミジャノメ YpthimaargusBUTLER

山麓から山地に広く分布し、個体数は多い。

採集記録は5月、 9月である。

○採集例16-V-1982 1毎 奥池付近⑨

'2)ウラナミジヤノメ YpthimamotschulskyiBREME&GREY

かって奥池付近では毎年確実に採集できたが、

宅地開発後姿を消したようで、 ここ3～4年かっ

ての発生地（地形があまり変ったのでよくわか

らないが）あたりを調査するものの発見できない。

(8)コジヤノメ MycalesisfranciscaCRAMER

山麓から山地に分布する。個体数は多い。

採集記録は5月、 7月、 8月である。

○採集例14-V-1983 1<初 三条山域⑤
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山麓から山地に分布する。

採集記録は7月、 8月である。

○採集例7－Ⅶ－1982 1早

(9)ヒメヒカゲCoenonymphaoedippusFABICIUS

現在は奥池付近の湿地に生息するが､. 1950年代

に六麓荘④でみかけたことがある。同地点は現在

学校施設となっている。奥池付近では6月下旬か

ら8月上旬にみられる。本年7月3日に同地を訪

れた時には雌、雄の成虫と終令幼虫がみられた。

○採集例21－Ⅵ－1981 13 奥池付近⑨

柿谷⑦

(8)オオチャバネセセリ

_PolytremispellucidaMURRAY

山麓から山地に分布するが個体数は多くない。

採集記録は6月、 7月、 9月である。

○採集例 5－Ⅶ－1981 1旱 芦屋川上流⑧8．セセリチョウ -J卜:Hl l I〕メ

(9)ミヤマチャバネセセリ

PelopidasjansonisBUTLER

芦屋川上流から蛇谷の標高400m～550mの範囲

に見られる。個体数は少ない。

採集記録は5月、 6月、 8月である。

○採集例6－Ⅵ－1981 23 蛇谷⑪‐

(1)ミヤマセセリ

山麓から山

採集記録は

○採集例16

器

(2)ダイミョウセセリ DaimiotethysMENETRIES

山麓から山地に分布する。個体数は多い。

採集記録は5月、 6月、 9月である。

○採集例9－V-1982 1畝 城山⑥

やb

(3)アオバセセリ

ChoaspesbenjaminiiGUERIN-MENEVILLE
城山山頂付近で見られる。ここ数年見られなか

ったが、本年5月14日に1頭目撃した。

採集記録は6月である。

○採集例 6－Ⅵ－1976 2忽 城山⑥

(10チャバネセセリ PelopidasmathiasFABRICIUS

市街地から山地にかけて採集記録があるが、い

ずれも9月、 10月でそれ以前の記録はない。目撃

記録で最も遅いのは1979年11月25日に自宅①の菊

の花上で見たものである。

○採集例22-X-1978 13 芦屋川②

く

（11)イチモンジセセリ

ParnaraguttataBREMER&GREY

市街地から山地に広く分布する。秋には最も目

につく種の一つである。

採集記録は5月、 6月であるがそれ以後11月頃

まで見られる。

○採集例24－Ⅵ－1979 1罰 芦屋川② 〈
Ⅵ．西宮市・神戸市の記録との比較

(4)コチヤバネセセリ ThoressavariaMURRAY

山麓から山地に分布する。

採集記録は5月～8月である。

○採集例16-V-1982 13 芦屋川上流③

(5)ヒメキマダラセセリ OchlodesochraceaBREMER

標高400m以上の山地に分布する。石宝殿付近

では6月下旬から7月上旬に多産する。

採集記録は6月、 7月である。

○採集例10－Ⅶ－1983 2旱 石宝殿付近⑫

芦屋市での私の記録と西宮市、神戸市の記録 （完

に偶産種と考えられる種を除く） を科別の種数で比較

した結果を表3に示す。ここで西宮市の記録は日浦勇

等の報告7,） 、 神戸市の記録は加藤昌宏等の報告16.）

にもとずいたが、表3につづく註に示すとおり一部修

正し、西宮市の蝶を85種、神戸市の蝶を90種として本

市記録と比較した。本市内で私が記録した74種は西宮

市に対し11種、神戸市に対し16種少ない。この内訳を

3市間で示したものが表4で、芦屋市または西宮市に

記録があり神戸市に記録がない種は、偶産種を除いて

はない。すなわち90種が六甲山城を中心とした三市地

域で採集され得る蝶の限度と考えることができる。と

(6)キマダラセセリ PotanthusflavumMURRAY

山麓から山地に分布する。個体数は多い。

採集記録は6月～9月である。

○採集例5－Ⅶ－1981 1(詞 奥池付近⑨

(7)ホソバセセリ ・

Isoteinon lamprospilusC．&R･FELDER
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ところで今後本市において何が記録されるか、私に

とって興味ある課題の一つであるが、先の(mの例とし

て挙げた2種を除く表4の各種の範囲と考える。その

中でウラゴマダラシジミおよびクモガタヒョウモン （

いずれも(Ⅱ)に当ると考える）は記録される可能性の最

も高い種である。その他にも市域の精査によっては2

～3種の存在が考えられる。

ころで本市の私の記録が74種と当地方記録に対し16種

少ない原因は､(I)現在まで地域的、季節的な未踏査域

がかなりあり、未知の生息地が存在し得ること、 （Ⅱ）

分布しているものの個体数が少なく、 目撃あるいは採

集の機会に恵まれなかったこと、 ．(Ⅲ)局地的に分布し

ている種では本市域内に分布していない種が考えられ

ること、 が挙げられる。

以上の原因の中で(Ⅱ)については表4に示すとおり本

市におけるミスジチョウ・クロコノマチョウの記録が

すでに発表5．） されている （データはなし）等、私以

外の方々による本報告74種以外の本市記録がすでにあ

るかと思うが、寡聞にして上記例以外知らない。なお

クロコノマチョウは現在まで本市に分布している種と

は断定できない（タイワンモンシロチョウの記録'4．）

は完全な偶産として除く）。 （Ⅲ)の例としてはギフチョ

ウ、オオムラサキがまず挙げられる。この2種は西宮

市、神戸市では局地的に分布するものの本市域内には

分布していない。その他にも今後市域内を精査するこ

とによって(nに該当する種がいくつか明らかになろう。

これは本市の蝶の主たる生息地である山地面積がおよ

そ10kliとごく狭く、局地種の分布する確率が当然低く

なることによる。

表3芦屋市・西宮市・神戸市の蝶の科別記録数

10+1v)

6

21

1

1

22

10

13

０
７
６
１
１
９
９
１

１

１

１

１

表4各市未記録種の内訳

神戸・西宮 神 芦屋・神戸

屋・西宮 聖書ご墓釜讓 備 考

アゲハチョウ ギフチョウ

西宮市にエゾスジグ
ロシロチョウは分布
すると考えられる

エゾスジグロシロチョウ
シロチョウ

’

ウラゴマダラシジミ

ミドリシジミ
ゴイシシジミ
シルビアシジミ
クロツバメシジミ

シジミチョウ ムラサキツバメ

テングチョウ

マダラチョウ

西宮市にウラギンヒ
ョウモンは分布する
と考える。
注)文献記録あり5．）

注)文献記録あり5．）

クモガタヒョウモン
ミスジチョウ註）
イシガケチョウ
オオムラサキ

オオウラギンヒョウ
モン

タテハチョウ ウラギンヒョウモン

クロコノマチョウ注） ヤマキダラヒカゲジャノメチョウ

ギンイチモンジセセ
リ

ヘリグロチヤバネ
セセリ

セセリチョウ
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